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はじめに ２月６日（土曜日） 

  霊の結ぶ実とは、聖霊によって新しく生まれるときに、私たちのうちに見られる変化

をさします。その聖霊の実の１つとして「善意」があります。ガイドの今週のテーマに

よれば「善意」とは「善良な心」や「善良な精神」といった、自分の中にある良い考え

方や良い思いといったもの以上のものを意味していると言っています。霊の結ぶ実とし

ての「善意」は、むしろ行動にあらわされるものであると言っています。「善意」と訳
やく

さ

れているギリシャ語の「アガソースネー」という単語も、積極的
せっきょくてき

、行動的
こうどうてき

な善を意味
い み

す

るといわれています。今週はこの聖霊の実としての「善意」について学びます。 
 

１．神は善 ２月７日(日曜日) 

  聖書の中では、絶対的
ぜったいてき

な意味での「善」という言葉
こ と ば

は、神様についてだけ使われてい

ます。マルコ１０章１７節から２２節にお金持ちの人がイエス様の所に来て「善
よ

い先生」

と呼
よ

びかけて質問
しつもん

をした物語が書かれています。その答えの中でイエス様はその人の

「善い先生」という呼
よ

びかけに関連
かんれん

して次のように答えています。 

 「イエスは言われた。『なぜ、わたしを「善い」と言うのか。神おひとりのほかに、善

い者はだれもいない。』」 

  副読本の中に英語の「善意
ぜ ん い

」という言葉、”Goodness
グ ッ ド ネ ス

”について次のようなことが書

かれていました。「善い」（Good
グ ッ ド

）という言葉には、「神」（God
ゴッド

）という言葉と同じ意味

合いがありました。神は、単に、善意の心（Goodness
グ ッ ド ネ ス

）を持ち合わせ、善事
ぜ ん じ

（Goodness
グ ッ ド ネ ス

）

を行われるというのではなく、神ご自身が善
よ

きお方（God
ゴッド

 is good
グ ッ ド

）なのです。 
   

２．すべての人が罪を犯
おか

した ２月８日(月曜日) 

  神様が善なるお方であることはわかりました。それでは人間はどうでしょうか。パウ

ロはローマ３：１２の中で言っています。「善を行う者はいない。ただの一人もいない。」

この聖句が私たちに教えてくれているのは、私たちの中に、善意が自然に生まれてくるこ

とはない、ということなのではないでしょうか。つまり私たち人間はみな、罪深い存在
そんざい

で、

善を行う力を持っていないというのです。そうは言っても、確
たし

かに親切な人はいますし、

無条件
むじょうけん

の愛を現
あらわ

す人を見ることもあるでしょう。とりあえず私たちは、他人の善い行為
こ う い

の

ことをとやかく言ったり裁
さば

いたりするべきではないでしょう。他人のことは置
お

いておいて、

自分自身のことを考えて見ましょう。私って善い人間だなぁって思えるでしょうか。自分

の胸に手を当ててよーく考えて見て下さい。「善を行う者はいない。ただの一人もいない。」

という言葉にうなづけるのは、私だけでしょうか。 



 

３．神の律法と善意 ２月９日(火曜日） 

  律法
りっぽう

と聞くと、何となくきびしく責められるというような感じを持ちませんか。確か

に、律法があるおかげで、私たちは、自分が罪人であるということを知ることができま

す。自分が罪人であるということを知ったおかげで、救い主が必要だということがわか

ります。それで、救い主であるイエス様へと導
みちび

かれるわけです。そういう律法の持つ役
やく

割
わり

はわかるのですが、それでもやはり、律法と聞くと、何となくきびしく責められるよ

うなイメージを持ってしまうのです。でもそういう時は、律法を私たちに与えて下さっ

ている神様は、私たちに善いものを与えようとして下さっている神様だということを思

い出してみましょう。神様は、私たちを危険から守り、良いものだけを与えたいと願っ

ているので、ある時には「あなたは～～してはならない」という風
ふう

に、あることを禁止

されます。つまり、律法は神様の私たちに対する善意から出ているものなのです。 
 

４．善に歩
あゆ

む ２月１０日(水曜日） 

  エレミヤ１３：２３やローマ７：１８を見ると、私たち罪深い人間には、善を行うこ

となど無理であるように思えてしまいます。そして、時には「どうせ善を行うことは無

理なんだから、自分のやりたいように自由に生きてやろう」と思ってしまうかも知れま

せん。もちろん自分の力で善を行おうとすれば、失敗してがっかりしてしまうことでし

ょう。でも、方法さえ間違えなければ、確
たし

かに私たちは善に歩むことができると聖書は

言っています。その方法とは、イエス様を見上げるという方法です。自分で頑張
が ん ば

って善

い人間になろうとすることではありません。イエス様の善意を見上げるのです。福音書

を読んで、どんな罪人に対しても、また敵対
てきたい

してくる人に対しても、いつも変わらない

善を行ったイエス様のことを見上げるのです。そして、イエス様が私自身に対しても同

じ善を行って下さっていることを思い出すのです。そのような善意のかたまりであるイ

エス様を、最高に魅力
みりょく

あるお方だと慕
した

うようになるならば、私たちは、そのお姿のよう

に変えられていくのです。 

 

５．表
あらわ

された善意 ２月１１日(木曜日) 

  私たちは、自分が行った、善い行いによって救われるのではありません。でも、私た

ちは、イエス様の十字架によって、罪を赦
ゆる

された人として、善を行うために生かされてい

ると言うことはできます。こんな罪深い、弱い私を赦して救って下さった、その素晴らし

い救い主イエス様のことを、周
まわ

りのみんなにもわかって欲しいからです。「なぜなら、わた

したちは神に造られたものであり、しかも、神が前もって準備してくださった善い業
わざ

のた

めに、キリスト・イエスにおいて造られたからです。わたしたちは、その善い業を行って

歩むのです。」（エフェソ２：１０）「キリストがわたしたちのために御自身を献
ささ

げられたの

は、わたしたちをあらゆる不法から贖
あがな

い出し、良い行いに熱心な民を御自分のものとして

清めるためだったのです。」（テトス２：１４）主よ、どうか、私がもっともっと小さくな

って、あなたがもっともっと大きく、私を通して外に現
あらわ

れていきますように。 


